
演要旨
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する．このような漁1慶な古猟掻iは，風化作用によるマン

ガン溶出の可能性，あるいは濃集に際しての葛水湿の影

響など鉱床盤成に闘連して漁醗され恐．拗質構造の大馬

的特提，すなわち安定地塊的要素をもつていることは鉱

床分布地帯としてのユつの条件とみられる、、地城内でみ

ると，黛つの断層にはさ憲象1、た沈降帯のよ櫛謎1三1対的に

沈降議の大きい場所と，逆に少ない絹対的隆起部がある

が，鉱床は煮のような隆起部の縁辺に分布してお！），深

浦・岩騎地区と大戸瀬・騰木地区への集中分布にこの関

係がみられる。要するに，古地理的には沿爆地域で，沈

降量少なく，堆積速度も遅い造構的におだやか隷堆積環

境であ／二）たお考えられ難．

本郷鷺第蕪撚の花粉騰麟挙の総搬鳶その応懲
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徳永叢元・尾上　事

　わが瞬における古鑑：鷲紀の1麹：i樋のうち，常磐炭経籍宇

都巌剛胤ついて，具体的撒閥題点を指摘した．

　常磐巌田紅おいては，申部の黒欝盈地付近の湯長谷層

群滝爽炭層と，石城爽炭騰を花粉学的に比較し，若干の

差のあることをみとめ，寒た大野村紫竹・黒欝勲地相蹴

の花粉構成が似ているごとをのぺた．

　宇部炭1三1二1については，従来古摘物学的資料オ翼少ないの

で，微植物化蕎の方面から，その資料をえ鵜轍とに努め

た麟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（燃料部）
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